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ホイスラーモードサイクロトロン共鳴における相対論的電子エネルギーの推定

Estimation of Relativistic Electron Energy in Whistler-Mode Cyclotron Resonance
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地球磁気圏内の単色ホイスラー信号は、ドップラーシフトしたサイクロトロン共鳴相互作用により、増幅すると考えら
れている。これらの共鳴電子のエネルギーについて、Ikeda et al. (1988), Sonwalkar et al. (1997), Ikeda (2002)は言及して
おり、磁力線方向の共鳴エネルギー Ez＝０．３ KeV－１．０ KeV、磁力線に垂直方向のエネルギー Eperp=０．６ KeV
―１４ KeVと予想している。この範囲の電子は、これまでホイスラーモード波との波動―粒子相互作用に関して、非相
対論的な取扱をされてきたが、相対論的取り扱いが非常に重要である事が分かってきた。今回の報告では、これまで導
出された相対論的方程式系を使用し、共鳴条件を検討する。因みに、上記のようなエネルギー範囲に関して、ローレン
ツファクターγ (= 1+ Eperp/mc∗∗2)を計算すると、１．０１－１．０３程度にしかならない。ただし、mは電子の静止
質量、Cは光の速さである。しかしながらこの相対論的共鳴条件により、地上で観測された共鳴速度 Vzから、これまで
導く事が難しかった Vperpが導かれる事が示される。実際に VLF 波の多点観測から得られた共鳴電子のエネルギーが、
相対論的な計算結果と非常に良く一致していた事を報告するつもりである。
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